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色
は
別
名
「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
」
と
も

呼
ば
れ
、
日
本
に
古
く
か
ら
あ
る
浴
衣

や
の
れ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
る
色
で
す
。
１
０
０

年
以
上
も
前
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
佐
野
藍
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
「
佐
野
藍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

ま
り
、
小
竹
さ
ん
を
始
め
と
し
た
藍
農
家
が
藍
草

を
栽
培
し
、
す
く
も
を
作
り
、
佐
野
藍
の
復
活
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

佐
野
市
（
旧
安
蘇
郡
）
の
「
藍
」
の
歴
史
は
古

く
、
同
業
組
合
も
あ
り
ま
し
た
。
田
中
正
造
も
政

治
活
動
の
資
金
を
稼
ぐ
た
め
に
す
く
も
を
生
産

し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

小
竹
さ
ん
の
す
く
も
作
り
は
４
月
の
藍
草
の

種
ま
き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
腰
の
高
さ
ほ
ど
に
育

つ
７
月
下
旬
に
な
る
と
手
刈
り
で
収
穫
を
行
い
、

刈
り
取
っ
た
藍
草
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
２
日

間
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
、
葉
と
茎
に
分
け
、
葉
を
粉
状

に
揉
み
、
木
枠
で
作
っ
た
箱
の
中
で
水
を
打
っ
て

発
酵
さ
せ
ま
す
が
、
こ
の
時
の
温
度
管
理
が
と
て

も
重
要
に
な
る
そ
う
で
す
。
60
度
以
上
を
何
日
持

続
で
き
る
か
は
混
ぜ
る
水
の
割
合
で
変
わ
る
と

デ
ー
タ
で
見
え
て
き
た
そ
う
で
す
。
ま
た
均
一
に

発
酵
さ
せ
る
た
め
に
週
に
一
度
の
天
地
返
し
を

行
い
、
約
１
０
０
日
で
す
く
も
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
そ
の
後
さ
ら
に
20
～
30
日
熟
成
さ
せ
て
か
ら

出
荷
と
な
り
、
全
国
の
染
師
の
元
へ
届
け
ら
れ
ま

す
。
染
師
か
ら
「
質
の
い
い
す
く
も
で
、
い
い
色

が
出
ま
し
た
よ
」
と
褒
め
ら
れ
る
と
、
と
て
も
励

み
に
な
る
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
は
「
努
力
に
よ
っ
て
修
養
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
小
竹

さ
ん
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
わ
ざ
だ
と
思
い
ま
し

た
。
染
師
が
う
な
ず
く
す
く
も
を
作
り
続
け
る
た

め
、
小
竹
さ
ん
の
挑
戦
は
続
い
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

中
里
聖
子
）

小竹　利
としみ

美さん

・３６年間栃木県公立学校勤務

・「佐野藍復活プロジェクト」に参加

・�藍師（藍染の染料となる「すくも」の生産者）

藍

青は藍より出でて藍より青し

市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　

先
月
か
ら
猛
暑
日
が
続
い
て
お

り
、
今
夏
も
危
険
な
暑
さ
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給

や
冷
房
の
適
切
な
使
用
、
無
理
を

し
な
い
行
動
な
ど
、
日
頃
か
ら
意

識
し
て
熱
中
症
対
策
を
と
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
次
代
を
担

う
若
者
の
育
成
に
力
を
注
い
で
お

り
、
特
に
生
徒
・
学
生
の
「
就
業

能
力
の
向
上
」
や
「
就
職
機
会
の

拡
大
」
に
資
す
る
支
援
策
を
積
極

的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
全
国
で
初

め
て
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
、
生

徒
・
学
生
を
対
象
と
し
た
資
格
試

験
受
験
料
の
全
額
補
助
制
度
を
、

今
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
若
者
の
就
業

意
識
を
高
め
、
能
力
の
向
上
を
市

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
、

多
く
の
生
徒
・
学
生
か
ら
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
は
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
に
加
え
、
英
語
検

定
の
受
験
料
の
無
料
化
を
新
た
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
小
学
生
５

級
以
上
、
中
学
生
３
級
以
上
、
高

校
生
２
級
以
上
が
対
象
で
、
児
童

生
徒
の
英
語
力
と
実
践
的
な
言
語

技
能
の
向
上
、
そ
し
て
学
習
意
欲

の
さ
ら
な
る
醸
成
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
向

け
た
確
か
な
力
を
佐
野
の
子
ど
も

た
ち
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
を
込
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ガ
レ

イ
市
へ
の
中
学
生
の
派
遣
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。今
月
24
日
か
ら
、

本
市
の
中
学
生
20
名
が
現
地
を
訪

れ
、
異
文
化
と
触
れ
合
い
な
が
ら
語

学
や
国
際
理
解
を
深
め
る
貴
重
な

経
験
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

う
し
た
交
流
が
、
将
来
の
国
際
人

と
し
て
の
視
野
と
自
信
を
育
む
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
私
も
現
地
フ
ァ
ン
ガ

レ
イ
市
に
出
向
き
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
交
流
を
深
め
、
今
後
も

継
続
し
て
派
遣
が
実
施
で
き
る
よ

う
友
好
的
な
関
係
を
築
い
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ
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▲すくもの天地返し ▲藍草の畑にて
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　国際クリケット場の最寄り駅 「田沼駅」 の駅舎が改装され、 副駅名 「佐野

市国際クリケット場」 となり、 日本で初めてクリケットの名前がついた駅名

が誕生しました！

　駅の壁や通路に、 さのまるとクリケット選手をモチーフに漆
しっ

喰
くい

を使って描

かれ、 佐野市の地元産業の素晴らしさを感じさせます。

　５月下旬、 田沼小の児童たちが漆喰についての説明を聞き、 日本クリケッ

ト協会のメンバーや東武鉄道職員、 日本プラスター社員たちと、 みんなで

壁に漆喰を塗り完成しました。

　６月７日、 駅舎のお披露目式が行われ、 臨時列車も運行されました。

　漆喰は、 市の特産の石灰石から作る消石灰を原料とし、 燃えにくく、 季節

に合わせて呼吸をするように湿度調整をする効果があるそうです。 みんな

で力を合わせて誕生した駅舎は、 「クリケットのまち佐野」 の玄関口として

長く愛される駅となることでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民記者　永倉文子）

田 沼駅の副駅名が 「佐野市国際クリケット場」 に！
 「クリケットのまち佐野」 の玄関口

高 速バスラッピングデザインお披露目式
sanoteens が考案

　6 月21日 ㈯ 、 ジェイアールバス関東株式会社佐野支店

において、 高速バスラッピングのお披露目式が行われまし

た。 本市とジェイアールバス関東株式会社は包括連携協定

を締結し、 協働による活動を推進しています。

　今回お披露目されたデザインは、 本市の魅力向上を目的

に活動する市内高校生のプロジェクト 「sanoteens」 が

考案したイラストをベースにしたものとなっています。

　このたび作成されたラッピングバスは、 佐野新都市バス

ターミナルから東京駅および新宿駅間を運行し、 本市を

PR します。

　７月１２日 ㈯ 、 第4回移住者交流会 「さのMeets～ピザ作り

体験～」 が根古屋森林公園で開催されました。

　本市では、 移住者との交流を図り、 移住者同士のつながりや相

談ができる関係性づくりを目指して、 このような催しを昨年度か

ら開催しています。

　今回は、 石窯を使ったピザ作り体験をし、 焼きたてのピザを食

べながら参加者同士で交流を図りました。 参加者の皆さんは、 緑

溢れる自然の中で、 モチふわな本格生地を使い、 自分たちでオリ

ジナルのトッピングをしたアツアツ焼きたてピザを食べながら、 佐

野のお気に入りスポットや佐野に来て困ったことなどについて語

り合い、 楽しいひとときを過ごしました。

さ の Meets ～ピザ作り体験～
移住者同士の交流会
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